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日本の商品がアメリカで買える?! しかも特典いっぱい! www.fujisan.com

まだ実用化されているわけでは

ないが、太陽光に関しては、他に

も面白そうな技術がある。メリー

ラ ン ド 州 の New Energy

Technologiesが、特殊な液をガラ

ス表面にスプレーすることで、ガ

ラスを透明な太陽電池にしてしま

う技術「ソーラーウィンドウ」を

開発中なのだ。

同社によると、今年に入ってか

ら「ソーラーウィンドウ」は飛躍

的な進歩を遂げたという。以前は、

スプレーする液の中に金属を混入

せざるを得なかった。しかし金属

というのは透明ではないから、液が吹き付けられたガラスは曇って

しまう。つまり、日光が遮られ、外を見ることができなくなってし

まう。かといって金属を取り除くこともできない。なぜならこの金

属は、電池に必要な機能（「negative polar contact」というらしい）

を果たしているからである。そこでNew Energyが開発したのが、し

っかり機能を果たしつつも、透明である合成物質。これがいったいどのような物質

であるか詳細は明らかにされていないが、「環境にも優しい」ものだという。「ソー

ラーウィンドウを商品化する上で最大のハードルが、金属をいかに取り除くかでし

た。私たちはついにその除去に成功したのです。商品化への道を開く重要な進歩で

す」と同社のミーテッシュ・パテルCEOは報道向け資料で語っており、大喜びの

様子だ。

また、既存の薄膜太陽電池はその製造工程で高熱と真空状態が必要だったが、

スプレーするだけの「ソーラーウィンドウ」式が実用化されれば、そうした条件は

必要ではなくなると考えられている。コストも製造時間も短縮され、既存のものと

違って透明で、しかもずっと薄い太陽電池が誕生するのだ。
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New Energy Technologies
www.newenergytechnologiesinc.com

液をスプレーし、コーティングしたガ
ラス。背景のイラストがしっかり見え
る透明度を維持している
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灌漑装置の値段を下げよ
「灌漑

かんがい

って何だっけ？」

周囲に尋ねると誰もが顔を見合わせた。「雨がぜんぜん降らなくて、土地がカラカラに乾い

てしまう、あれのこと？」

残念ながらそれは旱魃
かんばつ

だ。かくいう私も実はよく知らない。昔、学校で習ったきりの言葉

「灌漑」。しかしこの世界には、この技術がないと生きていくことが困難な人たちもいる。灌

漑とは、農作物の生育に必要な水を、水路を引くなどして供給し、耕作地を潤す技術だ。

Driptechの創設者、ピーター・フリックマン氏は、2008年、エチオピアからの帰国後、

点滴灌漑（drip irrigation）の装置を試作した。等間隔で小穴を空けたチューブを、ホーム・

デポで入手した電池式スプリンクラーなど身近で手に入る器具につなげたのだ。灌漑には、

点滴灌漑の他に、より昔からの湛水灌漑（flood irrigation）がある。水など資源を無駄にし

がちな湛水灌漑と異なり、点滴灌漑は、水や肥料の消費量を抑えられる方式だ。とはいえ、

既存の点滴灌漑装置の多くは、比較的大きな農場向け。自給自足で家族を養うのが精一杯の

小さな農家には手が出ないし、たとえ入手しても、その複雑さを持て余す。そこでDriptech

は工夫を重ね、エミッターと呼ばれる部品がなくても動作可能なシンプルな灌漑装置を開発

した。既存の点滴灌漑より80％以上も部品点数を減らしたので、コストも劇的に下げること

ができた。

現在同社は、農家の食生活を改善するための点滴灌漑装置「Family Nutrition Kit」を５ド

ルで、そして乾季にも耕作を可能にすることで農家の年収を上げる装置を20ドルで、アフリ

カなどの途上国向けに販売している。「私たちは、貧困な農家を、支援物資の受け手としてで

はなく、顧客として扱います。そうして初めて、この事業は

持続可能なものになるんです。そのために５年以内に100万

の顧客を獲得したいですね」というのが彼らの展望だ。

インドを訪れ、自らが開発した灌漑装置を説明する
ピーター・フリックマン氏（つばびろ帽子の男性）

Driptechの灌漑装置。オレンジのバケツに貯めた水をチュ
ーブを使って散布する

Driptech
www.driptech.com
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